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1.第 1回 及び第 2回研究会並びに現地検討会の概要

(1)第 1回研究会

昭和 60年 6月 18日 、東京青山会館において第 1回研究会が開催 された。

まず、水稲湛水土壌 中直播技術の現状 と問題点を明らかにす るため、会

員の中で現地試験 を実施 してい る全農、新稲作研究会、輸全国農業改良普

及協会、輸農林水産航空協会及び財農産業振興奨励会の 5団 体から、 これ

までの実証試験 の成果について報告を受けた。

次いで、栽培技術上の問題点についての検討に移 り、はじめに西南暖地
ヽ

における事例 として、佐賀県農業試験場 の河内埜一之稲作研究室長か ら佐

賀県における普及の現状及び試験場における試験成績等について話題提供

をして頂 き、その後暖地における栽培技術を中心に質疑応答が行われた。

(2)第 2回 研究会

昭和60年 7月 17日 、東京青山会館において第 2回研究会が開催 された。

前回に引 き続いて栽培技術上の問題点について検討す ることとし、まず、

寒冷地における事例 として、新 潟県農業 試験 場の今井良衛 作 物部長か ら

新潟県における普及指導の現状及び試験場におけ る試験成績等について話

題提供 をして頂いた。

次いで、農林水産省における湛直技術への試験研究上の取 り組み として、

t
農業研究セ ンターの加藤明治 プロジェク トチーム長から特別研究「 水稲直

播栽培を中心 とした先進的技術の開発」及び特定研究「地域低 コス ト稲作

技術体系確立試験研究」について説明があった。

以上の報告及び前回の報告を踏 まえて、会議はその後品種における問題

や播種時期における問題等、個別項 目ごとの検討に移 り、種子予措・ コー

ティ/グ、播種量、播種深度、芽干 し等主 として生育初期の問題点を中心

に議論 した。
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(3)現 地検討会

昭和60年 9月 6日 埼玉県において現地検討会を行 った。埼玉県農政部地

域農業対策課及び行田農業改良普及所の協力を得て、川里村市場中郷集落

における直播集団栽培圃場及び羽生市三 田ケ谷における航空播種試験圃場

を見学 した後、熊谷市の埼玉県農業試験場の試験圃場を見学 した。

その後試験場会議室を借 りて、参加の本研究会委員及び会員に加えて試

験場関係者及び集落の代表 も交 じえて検討会 を行い、水稲湛水土壌 中直播

技術についての活発な議論が交 された。
ヽ
_ヽ

t
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2.研 究会 資料

(1)湛 直試験栽培 実施団体 におけ る試験成果

現在 の ところ各 地域 の基幹 品種 が

栽培 され てい るが、適 品種 の選定

に よる増 収指 向は高い。

(夕D

寒冷地・…… ……早 。中生、穂重型

(ア キ ヒカ リ等 )

暖 地………中・ 晩生、偏穂 重型

(ホ ゥ ンイ等 )

6中～ 6下

(社)全国農業改 良普及協会 新 稲 作 研 究 会

品  1種 倒伏、 出穂 の遅れ に対応 した

品種 (耐倒 伏性大、早 生 )の

選択 が重要 であ る。

(実証 圃場 にお け る例 )

地  域 1播種 時期 |(麦跡 )

北 海 道 5上～ 5中

東北 。北陸

関   東 5中 ～ 6上

東 海 近 畿

中 。四 国 5中 ～ 5下 6上～ 6中

6上～ 6中 6中～ 6下

播 種 時 期

九   州

播  種 量 発芽、 苗立が不安 定 なため播

種量 の決め よ うが ない。

発芽百 立の安定 を図 ることが

先 決で あ る。

3～ 4り/10a(乾 もみ )が一般

である。 (苗 立歩合を75%と すれ

ば、苗立数 100本 /グ を得るには

この程度の播種量が必要 )
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全 農 後|)農 産業振興奨励 会 (をD農林水産航空協会

短稗穂重型で根が下方に伸

長 し易い品種がよい。

麦跡 では移植 と比較 して早

｀`
生 品種 を導 入せ ざるをえず

収量 が低下す る とい う問題

が あ る。

品種 の直播適 性 につい ては、

草型等 に よる違い も大 きい

が、 早 晩性 に着 目して試験

結果 をみ る と、暖地では 必

ず し も明確 な差は 出なか っ

たが、 前作 (麦跡 )と の関

連 で播種期 がお くれ た場 合

や寒 地では、早 生 の方が 収

量 が高か った。

耐倒伏性が最 も重要 であ り、

また、初期生 育が旺盛で あ

る ことも重要 であ る。

播種後 7日 間 の積算温 度が

100・C以上 で播 け る時期 が

よヽヽ。

兵庫 では、遅播 (%)よ りも

早播 (5焼 )の方が収量が高か

ったが、山口では、4期 (5か、

%、 %6、
6妨 )の 中ではワz

→%→ 6/16と 遅播になるほど

収量 が高い ものの
640播

き

で急激 に収量 が低下 した。

3-4kg/10at\.(\.o 地域 に よる差が あ るもの の

概 ね 10a当 た り 3り 前後 が

適 量 であ る と思われ る。

概ね 4り程度 の量 が均一 に

播種 で きれば よい とされ て

い る。

航 空播種 では種子 (粉衣 )

-5-
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(社)全 国農業 改 良普及協会 新 稲 作 研 究 会

播 種 深 度 一般農 家 においては、 圃場条 件

整備 にそれほ ど細 か な神経 を使

っていないので、 あ ま り厳 密な

播 種 深度 を要求す るのは無 理 で

あ る。

地域差は あ る ものの概 ね 1.0～

1.5鍬程度が適 正 とされ てい る (

土 壌 条 件 現 時点では土壌別 の発芽・ 苗立

率 が不 明であ る。

強還元土壌 田は適 さない。

硬度はサ グ振 り深 10～ 12鍬程

度が一 般 的 であ り、土壌条 件 に

見合 った代か きが要求 され る。

田 面 条 件 代 か き、 均平はで きるだけてい

ねい に、 また、稲 フラ、麦稗等

の爽雑 物 がない よ うにす るこ と

が重要 である。

-6-



全 農 Q:)農 産業振興奨励会 (たD農林水産航空協会

重量、吐 出量調 整、 ヘ リ運

航速度 との関係で計画播種

量通 り調 整す ることはむ ず

か しい。

2印を 中心 に 1～ 3mの 深

さが よい。 2m以 上は苗立

が急激 に低下す る。

ヽ
ヽ_

播種 深度が深い と苗立が悪

いばか りでな く、遅発 分けつ

が多 くな り有効茎歩合 が低

くな りやすい。 (新潟 )

また、浅いと倒伏 しやすい。

(佐 賀 )

一般 に播種 深度が浅いと、転

び苗、倒伏 の原因 となるが、

深す ぎて 2.Omを こえ る と

低温条 件下 で特 に発芽 苗立

不 良をひ きお こしやす い。

航空播種 の場合、砂壊 土又

は壊土では浅 く、埴壊 土 では

深 くな る傾 向があ る。

な るべ く酸化状態 の土壌 が

よい。冬作 の間又は冬季休

閑田で も浅 層弾丸 暗渠 を施

工 し、透水 排水 を良 くし、

内部排水 を図 ってお く必要

が あ る。 酸化還元電位(Eh)

の上昇 をは か る必要 が あ る。

｀―
比較的砂 質土壌 水 田、砂

質漏 水田的 な地域が適す る

と思 われ る。

耕起、代か き時 において均

平化す ることが重要 であ る。

田面が軟 らかい圃場 では、

播種深度が深 くな りやすい

(新潟 )

代 か きをで きるだけ深水状

態 で行 い、土壌 表層 の軟 弱

層 を深 く形成 し、粗砂 が ほ

とん ど含 まれ ない よ うにす

る。

有機物は種子 の貫入不足等

をもた らす ので深 くスキこ

む ことが重要だが、深水代

かきでは浮 き易い傾向があ

る。また落水時期 も大切で、

当 日朝が よい。
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(祖)全国農業 改 良普及協会 新 稲 作 研 究 会

施  月巴 法 発 芽・ 苗 立 の安 定 が 先 決 であ り、

現 在 では 苗 立 状 況 に応 じて対 応

してい る。

一般 に過剰 分げつを抑制 し着粒

数 と登 熟向上 を図 る施肥体系 が

基本 とされ る。

当初は移植 に準 じて施肥が行 わ

れ ていたが、 その後湛 直 に適 し

た施肥方法 を確立す るため検討

が行 われ てい る。

〔検討のポイン ト〕

。元肥Nと 穂肥又は実肥Nの 比率

。肥料 の種類 (緩効性肥料等 )

。播種同時施肥法

水  管 理 芽干 しを した場合、 除草剤 の薬

効期間が短 くな るので、体 系処

理 に よる雑草 防除が必要 とな る。

当初芽干 しの必要性 が一部 でい

われ ていたが、 除草剤撒布 (湛

水 )と 芽干 し (落水 )と の関連

を考慮す る必要が あ り、 また播

種精度 の向上、作業 の難 しさ等

か ら現在 では芽 干 しを必要 とす

る向 きは 少ない。

-8-



全 農 側)農産業振興 奨励会 (社)農林水 産航 空協会

〈元肥+4～ 5L期追肥

十中間追肥十穂肥 〉の体系

が適切である。後期追肥重

点施肥法に準ずるのがよい。

施肥量は移植水稲 とほぼ同

様 で よい。

ヽ
ヽ_

直播栽培 では、 そ の生 育相

が慣行移植 と異 な るため、

施肥 につ いて も各 地域 の実

情 に適 した施肥体系 を確 立

す る必要 が あ る。 試験結果

では、側条施肥 による増 収

効果 が 明 らか にな った ほか、

追 肥回数増 加 に よる増 収効

果 も明 らか にな った。

間断濯漑方 式に準 ず る。

中干 しの効果的実施 に よ り

無効 分けつ を抑制す ること

がで きる。

水管理 (中干 し )で倒伏 を

防止す ることが で きる。

、`_(株元 を固め る。)

石川 の例 では 2葉期 に一 時

落水 してい る。

-9-



(2)佐 賀県 におけ る水稲 湛水土壌 中直播 の現状 と栽培技術 上 の課題

佐 賀県農業 試験場稲作研 究室長  河 内埜一之

ア.現  状

1)湛水土壌 中直播栽培 は、 昭和 54年 よ り場 内試験 を開始 し、 昭和 56年よ

り農 家 に も実証展示 圃を設 けてお り現在 も継続 してい る。 積極 的 には普

及 してい ない ものの、県内に 120 haが 栽培 され てい る。 (第 1表 )

2)当 県の直播 は麦跡作 の播 きつけであ るが、 収量 は稚苗移植栽培 に比べ

約 113%と 増 収 してい る。 (第 2表 )

3)現 在、農 家では早生 の黄 金晴 の栽培 が主体であ り、播種 時期は稚苗移

植 の田植 と同 じ 6月 中旬であ る。

4)湛 水土壌 中直播 栽培は省肥 で病害虫の発生 も少ない。

イ.栽培 技術 上 の問題 点

① 品 種

1)本県における土壌中直播栽培は、水田における稲麦二毛作作付体系

の確立 を前提 とした もので、早期 や 山間早植 地帯 を除けば二条大麦、

小麦作 跡 の栽培 である。

2)適 品種 としては短稗穂重型 品種 が望 ましいが、 当面、機械移植栽培

に用 い られ る品種 を栽培 す る。

と くに、麦跡作 と水利慣行 を変 えない限 り、播種期は 6月 中旬以 降

とな り、 中生 ～早生 品種 l′て限定 され る。 晩生 品種は、 小麦跡作 として

は 出穂 限界 を越え作 柄が不安定 とな る。 (第 3表 )

3)現在栽培 され てい る黄金晴、碧 風は 多収で品質 も良好 で ある。

4)耐 病 虫性、 耐肥 性や機械適応 性な どにお いて要求 され る点は機械移

植栽培 と変 らない。

-10-
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第 1表 佐 賀 県 の 直 播 栽 培 面 積

第 2表  湛水直播の収量構成要素 と収量 (54～ 56年 )

第 3表 品 種 及 び 播 種 期 と 収 量

年 次
栽 培

55年 56 57 58 59年

湛 水 直 播 41 124 123 ha

乾 田 直 播 910 653 812 769

計 910 658 853 893 750

項 目

栽培 法

穂  数

本 /″

頴 花 数 登  熟

歩  合

%

玄 米

千粒 重

g

坪  刈

収 量

kg/ a

同

比  率

%
一 穂
粒 数

″

粒 数

湛 水 直 播
栽   培

437 82.7
百粒

361
87.8 21.1 65.0 113

稚 苗 移 植

栽   培
367 84.6 311 87.2 21.7 57. 3 100

項
目

品種

6月 5日 播 6月 19日 播 7月 5日 播 稚苗 6月 19日 植

出穂期 収 量 出穂期 収 量 出穂期 収 量 出穂期 収 量

黄 金 晴 8月 23日 5s.Tva 9月 5日 sg.gk%, 9月 16日 st.zkTu 8月 28日 570k%

太 刀 風 8月 30日 62.1 9月 10日 65.9 9月 16日 47.2 9月  4日 62.5

=i/ V t7 1) 9月 8日 69_0 9月 13日 56.2 9月 20日 9月 8日 55.7

-11-
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② 播 種 時 期

1)普通期水稲の乾田直播栽培における晩生品種の播種適期は、出穂の

安 全限界 のほか梅雨を考慮 して 5月 下旬 か ら 6月 上旬 まで であ る。

2)一 方湛水直播栽培 は、 梅雨 中で も播種 できるので、 出穂 限界 をみて

播 種期 を決定 で きる。

3)本 県 にお け る湛水土壌 中直播 の品種別播種適期 はっ ぎの とお りであ

る。 (第 1図 )

① 早期栽培 :コ シヒカリ、フクホナミ・……4月 中旬～4月 下旬

② 山間早植 :コ シヒカリ、フクホナミ、日本晴、黄金晴

・…… 5月 上旬 ～ 中旬

③ 普通期 (平坦、山麓 ):レイホウ、ヒヨクモチ・… 5月 20日 ～6月 10日

:碧 風、 日本晴、黄金晴・……6月 10日 ～ 6月 25日

4)稚苗移植 と同時に播種すれば、 出穂期は直播栽培が 8～ 9日 おそ く

なる。

③ 播 種 量

1)播種量は10a当 たり乾桝で 3～ 41く,を 目標とする。 (第 4表 )

2)発 芽 ・苗立数 は″ 当た り80～ 120本 程度が望 ましい。

苗立数 が少 ない場合は、 中間追 肥の増量 に よって穂数 の増加 を図 る

必要が あ る。

3)薄 播 して茎 の充実をはか ることが望 ましいが、長 梅雨 の時は生 育量

が不足 す る恐れが あ る。

④ 播 種 深 度

1)カ ルパ ー粉衣籾は、土壌条 件が 良ければ 3m迄 は苗立歩合 が高い。

しか し、 ヘ ドロ状態 では苗立が劣 る。 (第 5表 )

2)播 種機 の機種 に よって苗立 に差が あ るが、一般 に貫入深 9～ 10mが

-12-



ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

Ю

湛 直

収

ヨき

協/a

稚 苗

0

t

ヽ

黄 金 晴 碧 風

第 1図  播種期 (移植)と収量

第 4表  品 種 と 播 種 量

第 5表  播種 深度 と苗立歩合

1)試 験 区 カルバー粉衣区 対照区 (カ ルパー粉衣なし )

2)播種深度 0(地 表面 )、 1、 2、 3、 4、 5(胤

3)供試品種 黄金晴

∽ O o/20 6冶 0 %0 "0 %0
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項
目

播 種 量
″/a

苗 立 数
本 /″

穂  数

本 /″

頴 花 数

百粒 /″

収  量
k,/ a

黄  金  晴 400

300

200

100

150 A
113

NE

38

427

424

413

364

314 tr
320

309

302

64.2

64.6

63_4

63.7
ェ自
アゴ 風 400

300

200

150

11:3

75

315

343

294

66. 1

67.6

63.7

＼
ヽ播種深さ 0の

区名
｀

―___ 地 表 面 2 4

カ ル パ ー
粉 衣 区

100 98.5 96.0 87.5 45.0 2.5

2.対 照 区 100 95.5 75.5 32.5

しヽ

459

494

396



苗立 よ く、 7～ 8m以 下 では覆 土が完全 にできず、浮苗や雀 害 の原 因

とな る。

土壌硬 度は機械 田植 え と同 じか幾分軟 かめが ょい。 (第 6表 )

3)機種 と土壌条 件 と水稲 品種 に よ り播種深度 を変 え る必要 が あ る。

① 土壌・ 田面条件

1)土壌 の硬度を適正に保つため、代か きの実施 日は、播種 より、砂壌

土は 1～ 2日 前、壌土～埴土では 2～ 3日 前が適当である。

2)田 面の高低差が大きい場合は適正な播種深度を保つことが困難であ
て

る。

3)麦 わ ら被覆 状態 の水 田や麦わ ら打 込み水 田では、 出芽・ 百立が劣 る

ことが多 く、芽 干 しや 中干 し更 には 中耕作溝 な どを併せ て実施す る。

4)麦 わ らを施用 す る場合、水 田は排水が 良好 であ る必要が あ り、 また

耕起 深は わ らの施用量 に もよるが 10m以上が必要 であ る。 (第 7表 )

◎ 施肥時期、施肥方法

1)黄金晴及び碧風を用い、元肥と中間追肥の施肥割合を変えた試験を

行 った ところ、生育及び 収量 にわずかな差 しか な く、 また、 中間追肥

の施肥時期 については 出穂 前55日 よ り45日 頃の方 が施肥効果 が高か っ

た。 これは穂 首分化期 のチ ッソ含有量 の差 に よるもの と思われ る。   キ、

2)熊 本農 試の試験結果 では、表層施肥 よ り全層施肥の効果 が高か った。

特 に麦稗 施用 では元肥施用量が多い 区が増 収 した。

3)問題 点は前作物 との関係や播種時期 及び梅雨 明けの早 晩等 に よって

生 育や 収量 に差 がみ られ ることで あ り、 品種、播種時期 や苗立数 に対

応 した施肥技術 の確立 が必要 であ る。

4)施 肥 につい ては、 当面稚苗移植栽培 に準ず る施 肥法を採用 してい る

が、従来 の湛水 直播 よ り播種期 が遅いた め、初期生 育 の促 進 を図 る必

-14-



第 6表 土 壌 硬 度 と苗 立 歩 合

t

ｒヽ

機 種 土壊硬 度 (さ げふ り貫入深 ) 播 種 深 度 苗 立 歩 合

A 9^‐ 10 θm 1.0("π 84.4%
A 11^ウ 12 1.3 78. 1

A 12～ 13 ″ 1.6 76. 7

C 11.4 0.3 83. 3
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要 が あ る。

5)早 播、厚 播 の場合 は元 肥 を減肥 し、分施を主体 とした施肥法 を とる。

6)佐 賀県 にお け る施肥例 : 黄金晴、碧 風対象  (第 7表 )

⑦ 施 肥 量

1)黄 金晴、碧 風 とも10a当 た リチ ッソ施肥量 で 12～ 141、夕の範 囲では、

生 育、 収量 の差は認 め られ なか った。

2)施 肥量 は稚苗移植並 とされているが、麦稗打 込み 田は麦 わ ら 100り 当

た リチ ッソ 6009の 増 肥が必要 であ り、 また、 中間追 肥 については天

候 、苗立数 に ょ り加減す る必要 があ る。 なお穂肥、 実肥 を稚 苗移植 よ

り少な くしてい る例 もあ るが、根 の活 力が高い ので移植栽培並 の施肥

は確保 す る方 が よい。

③ 水 管 理

1)芽干 しは苗立率 を 向上 させ更 に生 育初期 の根 数確保 と根長 を促す効

果 が あ る。 と くに麦 わ ら施用 田では必須条 件 とな ってい る。 また、耐

倒伏 性 も強化 され、登 熟向上 に よ り多 収が可能で あ る。

しか し、試験結果 によれば、芽干 し期 間が長 くな りす ぎ本 葉 5～ 6

枚 の時期 まで断水す る と、生 育は抑 制 され、生 育、 収量 とも劣 ること

とな る。

このた め、芽千 しは 4葉期 まで実施 し、後は 中干 し、間断灌水 の励

行 に よって健全 な生 育をはか る ことが望 ましい。

2)問題点 : ①芽干しの程度は苗立数の多少や、土性によって変える

必要があ り、特 に早期や山間早植地帯での芽干 しは十分注意す る必要

がある。

-16-
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t

第 7表  施 肥 例   (品 種 黄金晴 )

第 8表  品 種 と 施 肥 量

第 11表  湛 直の初期 水管理試験

力色|  :巴   虐邑. k′ /10a チ ッ ン の 施 肥 割 合  %

N 11 -1skg 死 月E

30^ウ 40

4～ 5葉期

15～ 20

穂 肥 I

30^-35

穂 肥 Ⅱ

0～ 10

実  肥

10

P205 8 9

K20 10～ 12

項 目

黄  金  晴 ェ白
アゴ 風

N-12時 N-14聰 N-12時 N-14聰

穂 数 本 /″ 519 529 546 515

一 穂 頴 花 数 76.3 72_5 69.2 73.2

頴 花 数 ″ 39,600 38,400 37,800 37,700

登 熟 歩 合 % 85.3 82.5 80. 1

収 量 り/a 70.5 71.4 64.2 64.0

麦  稗

施 用

芽干 し

程  度

苗立率

%

最  高
分けつ

期茎 数

穂  数

本/″

出穂後
日にお

30
け
のる倒伏

状況

収 量

k9/a
比率 %

無施用

弱 686 ″
446 1.5 61.5 100

中 731 450 1.0 62.9 102

強 646 409 0 63.3 103

最 強 620 396 0 59.4 97

施  用

400k/
10a

弱 65.2 740 517 4.0 47. 1 77

中 73.4 690 455 4.0 49.0 80

強 79.0 686 495 3.0 52.4 82

最 強 78.2 459 2.5 59.7 97

注 .芽千 し程度 弱

中

強

最強

亀裂 の出来ない程度 まで落水

亀裂  Q5～ 1.飲胤まで落水

〃  1.0～ 1.5θ屁  〃

〃  1.5～ 2.O θηt 〃

-17-
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② 芽干 に よって 除草剤 の効果 が劣 り、雑草 の多発や雀 害 うけやす い

欠点があ る。

3)芽干 しは、芽 が 1.5～ 2mに 伸びた頃 に落水 して実施す るが、苗立

数 が60本以下 の場合 は軽 く実施す る。

4)芽 干 しは土壌条 件を加味 し、有機物施用 田は若干長 く、砂壌 土では

短 か くし、亀裂 が生 じる位 を標 準 とす るが、おお よそ本葉 4枚位 まで

が よヽヽ。

5)中 干 しや間断濯水は稚 苗移植栽培 に準 ず るが、落水期 は やや延長す
(

ヽ

べきである。                            ~

◎ 種子の選別、予措、コーティング

1)湛 水土壌 中直播 栽培は、 カルパ ー コーテ ィ ングの良否 によ り苗立数

が影響 を受け るが、種籾重 とカルパ ー重は 1:1の 割 合が望 まし く、

%量 のカル パ ーでは コー テ ィ ングの巧 拙 によっては発芽 に影 響がある。

2)カ ルパ ーの湿粉衣が望 ましいが、麦 収穫や 田植 と競合す る場合は、

消毒済 の乾燥 籾 に、農 閑期 を利用 して事 前 にカルパ ーの コーテ ィング

をす ること も暖地 では可能 であ る。 コーテ ィ ング した種 粗は 約 4ケ 月

間程度 は発芽歩合 は低 下 しない。

3)問題点 ①脱粒難の品種が多く脱枝梗が不十分なため、播種精度が劣る。
|

②カルパーコーティングの技術に個人差が大きく、簡易な ~

コー ティ ング法 の確立 が必要 であ る。

4)種 子 の選別 :本 田 に直接播種す るた め、発芽 勢 の強い ことが必須

条 件 とな る。 このため、罹病 していない健全種子 の選択 と、塩水 選 の

励 行 に よって 良い種 籾を選別す る。

5)種 籾の予措 : 薄播 きで播 種精度を高 め るため、脱せは 必須作 業 と

な る。

-18-



ム

ヽ

ヽ

種 籾の浸種は鳩 胸 状態 で カルパ ーを コーテ ィングす るが、早期 や 山

間早植地帯は播種 1～ 3日 前 に実施す る。平坦 、 山麓 の普通期栽培 は

乾燥 籾の カルパ ー コーテ ィングで もよい。

6)カ ルパー : カルパーの量 は種 机重量 と 1:1の 割合 で行い、 カル

パ ーの剥脱 が ない よ う完全 に粉衣 す る。

ウ.湛水土壌 中直播栽培 におけ る今後 の課題

① 品 種 関 係

1)直播栽培に好適する品種の育成

2)中 ～長稗 品種 の耐倒伏性 につい て

3)麦 収穫 と晩生 品種 の播種期競合 につ い て

②  出芽、苗立の安定機構の解明

1)土性や播種時の土壊硬度 (圃場内む ら )と 苗立について

2)麦稗施用や前作残稗処理 と苗立 について

3)コ ーティング方法改善 と発芽、苗立 について

③  高位多収安定栽培技術 の確立

1)単位当た り苗立数 に対応 した肥培管理技術の確立

2)施 肥法、施肥量の解 明

3)芽干 し、水管理技術 の確立

④ 省力省資材の効率的技術の確立

1)耕起、代かき播種作業の省力化

2)資材の効率的利用技術 の確立
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(3)新潟県 におけ る水稲 湛水土壌 中直播栽培 の現状 と栽培技術上 の課題

新潟県農業 試験場作 物部長  今井 良衛

① 水稲湛水土壌 中直播栽培面積の推移

新潟県における湛水土壌中直播栽培は、昭和 55年 ころか ら試作 されは じ

め、昭和59年には1138 haに な った。また、実施農家 も増加の傾向を示して

い る。 しかし、播種機を購入 した農家は殆ん どな く、あ くまでも試作段階

といえる。 (第 1表 )

② 品 種

県内の試作はに供試された品種は、「はつ こしじ」、「 トドロキ ワセ」、

「新潟早生」、「 コシヒカ リ」の 4品種であった。

この うち、「 新潟早生」は早生の強稗 品種で、穂数はやや少ないが一穂

粒数が多 く、 収量容器が確保 しやす く、多収を得ている。

偏穂重型の直播 向き品種 とみ られている。 (第 2表 )

① 播 種 期

4月 末から 5月 上旬以降の播種であれば、苗立歩合の差異は認められな

い。 したが って、播種適期は 4月 末か ら 5月 上旬とみ られ る。

④ 出芽・ 苗立

県内試作はの苗立歩合は 3か年の総平均で65Ю %と やや低 く、不安定で

あった。 また、苗立数は イ当た り90本 であった。品種別にみると「 はつ こ

しじ」が苗立歩合、苗立数 ともにやや低か った。 (第 3表 )

播種時の土壌硬度は、 さげふ り貫入深が10m以下の場合に苗立歩合がや

や高 くなった。

また、 出芽 した個体の種子位置は地表下 lm前後で、比較的浅かった。

なお、溝の深 さを 1、 2、 4mと し無覆 土播 種 した場 合 でも、カルパ

ー コーテング処理区の百立歩合は安定 していた。 しか し、 出芽 した個体の

-20-
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年
次

55昭 56 57 58

(1う   2.4 9.2 20.8 62.4

0 199

第 1表  湛水 土壌 中直播栽培 の状 況

栽 培 面 積

農 家 戸 数

ロロ 種 名

は つ こ し じ

ト ドロキ フセ

新 潟 早 生

コ シ ヒ カ リ

59

113.8

369

第 2表  県 内試作 ほ におけ る品種 の収量 性 ('82～ 84)

収   量

第 3表  県内試作 ほ におけ る品種 の苗立状況 ('82～ '84)

収量 (%)
(11)

(9)

(1())

(10)

総 平 均

65.0

90

項
目

苗立歩合

苗 立 数

項
目 穂    数 一穂 粒 数 総    数

(本 /″)

506

532

438

427

(%)
(11)

(19)

(13)

(12)

(粒)

72

60

76

67

(%)
(1(3)

(16)

(12)

(14)

Grtinil(%)
301 ( s)
3tz eo)
333 1z)
ze3 1z)

日 口 種 名 は つ こ し じ トドロキワセ 新 潟 早 生 ロ シ ヒ カ リ

64.7

94

66.6

92

58.7

76

68.0

88
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草丈お よび葉数は、無処理区よりも幾分劣 る傾向であった。

c)生 育・ 収量

5月 上旬に播種 した場合、 出穂期は「はつこしじ」が 7月 末、「 トドロ

キ ワセ」が 8月 初旬、「新潟早生」が 8月 上旬、「 コシ ヒカ リ」は 8月 中

旬 となる。成熟期は、「はつ こしじ」が 9月 上旬、「 トドロキ フセ」が 9

月中旬、「新潟早生」が 9月 中～下旬、「 コシヒカ リ」が 9月 下旬 ころと

な り、稚苗移植栽培 よりも 1週 間前後遅れた。 また、最高分げつ期は 7月

上旬 ころにな り、有効茎歩合は最高分げつ数がやや多 くなると低下 しやす

い傾向がみ られた。 (第 4表、第 5表 )

1株 (個体 )当 りの穂数が多い生育を示 した区は、主稗、分 |′ずつ ともに

茎が太 く一穂着粒数が多い傾向を示 した。 (第 6表 )

総粒数は品種間差が認められ、「新潟早生」は「 コシヒカ リ」 よりも多

く、前述の結果 とよく一致 した。(第 7表 、第 8表 )

登熟歩合は 80～ 90%以上 とな り極めて高い結果 となったが、これは 両

年 とも成 熟期の倒伏程度が少～中と比較的軽かったためである。

直播水稲の倒伏防止の問題は、直播栽培 の安定化 と収量水準向上 のため

には解決を要す る課題 である。湛水散播直播の例であるが、個体の発育を

促 し、一株当 りの穂数や発根数を多 くし太い茎に育て上げると、倒伏抵抗

性が高 くなることが明らかになってい る。

また、県内試作ほにおける10ア ール当 り収量は、 400り 前後から 700k9

弱と大き く変動 している。 これは、年次間差、地域間差、品種間差などを

こみ にした ものであるが、ノ当 り全粒数が多 くなるにしたが って収量 も高

くなる傾向が認められ ることから、今後は、総粒数を安定的に確保す るこ

とが重要であると考え られ る。
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項 目

第 4表  出穂 ～成 熟期 の生 育

出穂期 稗 長 穂 長 穂 数 出葉数

('83新潟農試 )

成熟期 倒 伏

生葉数 程 度区 分

3日 前落水

1日 前落水

新潟早生
{

最  高 有効茎

分げつ数 歩 合

(本/π')

778
(%)
51.9

54 4

(月 0日 )

8.14

8.14

(θηι)

81.0

82.0

(αλ)

17.2

16.6

(本/ゲ )

452

693

第 5表  最 高分 げつ期 ～成 熟期 の生 育

449

162

1.70

('84新潟農試 )

成 熟 期
出穂期  稗 長  穂 長

倒伏程度

13.0

130

(品  種)(実 播種罰

試   験   区
最 高 分 げ つ 期

時 期  茎 数

(月 。日)(本 /π
2)

7.  5   457

〃    637

〃     390

″     477

有効茎

歩 合

(%)

75.1

61.2

81.0

76 3

7 31

7.30

810

810

(`■ )

71.1

71.0

940

91.7

935

91.4

(`フλ)

213

20.3

19.8

184

0～ 1

0～ 1

3

3

3

3

=1-yY rt \ t

慣 行

稚   苗
|

晩 植

区 名 穂   数

3日 前落 水

1日 前落水

(本)

6.4

6. 26    630

7  5   598

第 6表  次位別 分げつ調査

1株当 り

68.1

76.8

8  2

8.12

17.9

17.8

('83新潟農試 )

Ⅱ 次 分 げ つ   平均 1

主  稗

(粒 )

81.0
(本 )

4.2

3.6

(粒 )

63.6
(:′ド)

1.5

1株分げつ数  1穂粒数  1株分げつ数  1穂粒数 穂粒数

(粒)  (粒 )

45.1   63.5

5.6   77.4 57.8 1.0 41.1   59.6

項 目
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0 今後 の課題

(1)適 品種 の育成 。選定 (低温伸長 性、早 まき適応 性、根 の発 育 力な ど )

(2)大 区画 は場 におけ る均平 と水管理法 (と くに恒常風地帯 )

(3)出芽 。苗立 の安定化 と生 育の均斉化

(4)雑草 防 除法 の確 立 (芽干 しな どの水管理 との関係、 初期 ～ 中期 除草剤

処理 のタイ ミング )

(5)鳥 害防止法 の開発 (雀害、 か も害 の防止 )
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第 7表  収量 お よび 収量構成要素

総粒数

('83新潟農試 )

区 名

3日 前落 水

1日 前落 水

新 潟 早 生  |

試  験  区

(百粒/プ )

287

268

(%)
81.1

(k,/a)
61 1

(%)
81.8

精玄米

重歩合

(%)
97.5

玄 米

千粒重

(9)
209

(時/a)
488

836    59.1     82.0    97.6    208    47.3

玄

重

精

米

櫂

合

粗

歩

熟

合

登

歩

啓 敦

歩 合  
千粒重  登熟度  精玄米重

第 8表  収量 お よび 収量構成要素

総 籾 数
穂

数

一　
籾

数穂

(千粒/ガ )

31 1

3o.7

29.7

29.7

('84新潟農試 )

(り/a)

58.1

60.9

55.3

54.4

(品  種)(実 播種量 ) (本/プ )

323

356

298

331

(米立)

96.3

86 1

99.7

89.7

(%)

93.3

92.0

88 9

88. 6

91 1

87.9

(9)

21 3

21 5

20.5

20 5

21.5

20.3

1,987

1,978

1,822

1,816

1.1

3.2

1.0

1.8

稚  苗 I

行

　

植

慣

　

晩

381

371

78 5

77.0

29.9

28.6

57.1

49 9

1,939

1,784

、ヽ_

項 目
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(4)農 林水産 省技術会 議 におけ る水稲 の湛水直播 につい ての研 究 の取 組み と59

年度 試験研 究成果 の概 要

農業研 究セ ンター プロジェク ト研究第 3チ ーム長

加 藤 明 治

ア.研究 の取組み

農 林水産技術会議事務局は昭和 59年 度 より 2つ の プ ロジェク ト研 究を 開

始 した。

1)特別研究「 水稲 直播栽培 を中心 とした先進的技術 の開発」

参 画場 所 :農研 セ ンター、生 物資源研 、北 海道農 試、東北農 試、北

陸農 試、 中国農 試、農機研

研究年 次 :4年 間

主な研究内容 :①栽培面では直播水稲の低温条件下及び強環元下に

おける出芽・苗立安定のための機構の解明

②さらに種子粉衣剤の開発や植物調節剤による生育制御

法の研究

③機械面では高精度均平作業機や播種機の改良・利用に

よる出芽・苗立安定化のための技術開発及び

④省力で耐久性のある自脱コンバインの開発等である。

2)特定研究「地域低 コス ト稲作技術体系確立試験研究」

参画場所 :農研センター、各地域農試、32公立試験研究機関

研究年次 :6年間

主な研究内容 :①省力高位安定生産技術の確立

②生産資材の効率的利用技術の確立
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③機械、施設の開発・改良と効率的利用技術の確立

④体系化手法の策定、開発技術の体系化とその評価、適

応条 件の解 明等

イ:59年度試験研 究 の概要

〔A〕 「水稲直播栽培を中心 とした先進的技術の開発」

本年度は研究の初年 目であ り、その研究内容、成果等 について意見交換

を行 うとともに、次年度以降の研究推進方向を明確にした。

1)低温条件下 における出芽・ 苗立の安定機構の解 明

① 793品種・系統について低温条件下 (冷水噴霧法)に より検定した

結果 明 らか に品種間差 が認 め られた。 日本稲 の中では、水稲 で北海道

の系統 (月 系 8406、 道北 5号、北海215号等〉胆振早生 )|′て低温発芽

性 の優 れた ものが多 く、 東北、北陸 の品種 には低 い ものが多い。 外国

稲 では イ ンデ カ系統 や大粒 系統 の中に高 い ものが認 め られ た。 また陸

稲 の低温 発芽性は水稲 に比べ て総 じて高か った。 (北海道農 試 )

② 出芽・苗立に及ぼす温度条件では、むさしこがねが平均気温19・ C以上、

水原 258号は 22・C以上で良好な苗立を示 したが、南京 11号は不良であ

った。播種深度 と出芽・苗立の関係では深 くなるほ ど低下 した。む さ

しこがねでは 20・C以上 になれば 2mの 深度でも良好であった。 (農研

セ ン タ ー )

③ 現地濯漑水より苗腐病の発生に関与する菌株を合計35分離した。

(捕促方法 としては玄米 での着菌率が高い。)

分離菌株は 6タ ィプに分類、タイプ 2が最 も多 くこの中には 10・ Cで

生育可能な菌核 も多い (26中 13)、 タイプ 1、 3は 25'Cが 適温 のもの

(7)、 と30・C以上が適温のもの (26)と が認められた。 (北陸農 試 )

2)強還元条件下における出芽・ 苗立の校定機構 の解明
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①  499品 種・系統について実施。強還元 (Eh-200 mv)播種深度 2鍬

で出芽良は11品種 (日 本稲 (梗)10、 外国稲 1)出芽不良は 152品種・

系統 で あ った。

なお、 強還元条 件下 で も無代か きや浅播 で大 幅 に出芽 率 の上昇す る

品種 も認 め られ た。 (中 国農 試 )

② 土壌中の酸化還元電位の変化を澱粉、ろ紙粉末、小麦わら粉末につ

い て明 らか に した。澱粉 多量 区では Ehが 上昇 しても苗立率 は 0とな り、

有機 酸生成等 も考 え られた。

現 時点 で湛水 直播 の 出芽 。苗立 の安定化を図 るため には、 直播 ～苗

立期 間 のEhを Omv以上 に保つ ことが必要。 (農研 セ ンター )

3)新 資材 の開発・ 改 良

① 低温条件下における出芽促進資材 としてジベ レ リン水溶液への浸漬

が効果が高 くGA3、 GA4は 16・ Cで 、GA4+7は 16・ C及 び 12・Cで 出芽 を

促進 した。 また、 GA4+7は 幻植物の伸長促進は小さかった。

② 新資材M02は Ca02と 同様出芽を促進する作用があり、特に低温下

で著 しい傾 向が認 め られ た。

③ けい酸加里の施用は、初期生育が促進され特に根の発育及び活性が

高くなった。 (以上生資研 )

④ 倒伏関連形質の改善として生育調節剤 (CGR 811粒、NTN821粒等)

を処理した結果、各剤とも倒伏指数を20～ 30%軽 減できた。(農研セ

ンター )

4)機 械 の開発・ 改 良

① 均平作業の効率化のため水深と出芽との関係を調査したところ、播

種深度 2m以内では水深が深 くなるに従い0>4≧ 8≧ 12mの 順で

出芽率が低下したが、水深12御 でも60%の 出芽・伸長が認められた。
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② 水平感知装置使用の自動水平装置を試作した。 (①②東北農試 )

③ 播種精度向上のため溝切り装置の改良を行った。通常平均播種深は

溝 切 り器 高 さよ り 7～ 10m浅 くな る事、土壌 の硬 軟 に よ り差 が生 ず る

こ とを 明 らかに した。

④ 播種部田面追従性の試験では、圃場面が均平な場合にはエンジン振

動等 の上下動は 1.2～ 3.7 ηπであるが、耕盤 に段 差 (7～ 8m)が あ

る場合 には 7.7 ππ程度 の変化 を生 ず るこ とがわか った。 (目 標 ± 5 ππ)

(③④農研センター )

⑤ グル状物質を利用した流体播種では、乾田直播では保水の働きもあ

り圃場の乾湿にあまり影響 されず、90%以上の高い苗立率を示 した。

⑥  市販播種機を使用 したところ、乾直、湛直 (駆動輪の改造 )と も支障

な く高い苗立率 (乾直96～ 99%、 湛直 90～ 95%)を 示 した。

59年度 2条用の流体播種機を試作した。 (⑤⑥中国農試 )

⑦ 白脱型コンバインの簡易化、耐久化のため、選別装置をスクリュー

型 に したが、 その中では攪 祥棒 及び攪祥板を併用 した ものが損失 も 1

%以下 で損傷粒 も少ない ことを明らか に した。

③ 前述の成果をもとに簡易化、耐久化自脱コンバイン第 1号を試作し

た。 (⑦③農機研 )

〔B〕 「地域低 コス ト稲作技術体系確立試験研究」

本研究 も初年 目であ り、地域 ごとに十分な検討を行い、それをもとに総

合的な検討を行 った。

各試験研究機関とも目的にそって取組み、全国でおよそ 350課題の概要

が提 出された。 内容 については、初年 目であることから今後 さらに深化 し

てい く必要があ り、その成果は 2～ 3年後が期待 されるが、今回は主に問
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題 にな った点 を中心 に整理 した。

1)移 植 栽 培

① 育苗 : 寒地、寒冷地及び二毛作地域の晩植等で中成苗の健苗育苗

法が検討された (品種、播種量、箱育成期間の延長、老化、徒長防止

等 )、 また、作 期拡大 の一 つ として若令 苗 (1.5～ 2葉・ 秋 田 )及 び

苗貯蔵、 また省 力育苗 としては箱無 マ ッ ト育苗、平 床 育苗法等 の試験

が実施 されてい る。

② 栽培管理、移植時期、施肥法等の課題が多いが、側条施肥、遅効性
`

肥料が 良い結果 を上 げてい る。 ただ、土壌条 件、気 象条 件等 に よ り差  ~

が認 め られ るので、追肥等 との関連 も加 え検討 す る必要が ある。

2)湛 水 直 播

① 品種の選定 : 各地で実施され、品種間差のあることは認められた。

現状で比較的良い結果を示しているものとしてはアキユタカt黄金晴

等があげられ、また、地域、県ごとに有望な品種、系統が認められた。

(継続検討 )

② 出芽・苗立 :農家段階では20～ 90%と 非常に不安定であり、苗立

率 の 向上は直播栽培 を安定 させ る上 での重要 な課題 であ る。提 出課題

数 も多 く、催芽 、 コー テ ング法、播種適期、代か き法、土壌 条 件、播
1

種 深度、播種法、種子 の条 件等か ら検討 した。

寒冷地、早播 地言 では、低温 に よる影響が大 き く、播種後 7日 間 の

積算温 度 110・C以上、 1週 間 ～10日 で 出芽揃 い とな る時期 を現 状では

安 全早 限 とす る。

コーテ ング前 の催芽 は 0.5 ππ以下 (ハ ト胸程度 )が 良 く、播種 深度

も lm前 後が 良い。土壊条 件 に よ り異 な るが、 それ以上 にな ると苗立

率 は低下 してい る。
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代かき法、土壌硬度 との関係 も機械播種を前提に検討 された。

なお、種子 についても、育苗条件 と異な り劣悪な条件下に播種 され

ることから十分な吟味が必要 となる。

温暖地暖地の二毛作地帯では麦わら施用、北陸では稲わら施用 との

関連で多 くの試験が実施 され、多量施用では苗立率が低下 してお り、

施肥、水管理等か らさらに検討 の必要性 もある。

③ 栽 培 管 理

施肥播種同時湛水直播法 (側条施肥 )の 試験が多 くみ られ、 さらに

緩効性肥料の試験 も行われている。直播の場合分けつ能力は高いので、

初期分けつをいかに穂数 に結びつけるか、有効茎歩合を高めるかが 1

つの課題である。生育調節剤の試験 も実施されている。

病害については発生は比較的少なか ったが、湛水直播が増加 した場

合新 しい病害の発生 も考え られ るので、 出芽・ 苗立の不安定性につい

ても病理的な側面か らの観察 も必要 となろ う。 (水生菌、バクテ リア

等 )(緑藻 )

虫害についてはイネ ミズ ゾウムシの被害が各地にみ られ、農薬のコ

ーテング、 コーテング前の薬液浸漬での効果 も認められているが、登

録等の問題 もあ りさらに継続 して検討す る。

カモ害についても各地の被害の実態、対策について報告 された。

雑草についても移植栽培 と異なる発生相が認められ るが、 ピランゾ

ー トを軸に体系処理 も組合せ高い除草効果を上げている。

3)乾 田 直 播

① 出芽・苗立 : 乾田直播は麦跡で実施されており、麦得鋤込み法、

麦収穫 稲 同 時 播種 に ついて試験を実施 してい る。不耕起栽培の場合

土壌水分35%前後で高い苗立率を得てお り、麦稗量 との検討を行い継

-31-



続する。

② 栽 培 管 理

入水 時期、水 管理、施肥法等 の試験 が実施 され てい る。

4)機 械化・ 省力化

① 耕緑・代かき :代 かき法について各種試み られてい る。麦稗処

理については逆転 ロータ リーの効果が高い。

② 施肥、播種、移植 :側条施肥 。同時播種・移植機についてその向

上のための改良等が実施された。また麦収穫稲同時播種機について 、_
も同様な試験が実施 された。

また、 中成苗の健苗育苗のための 1009/箱 以下の均一播種機の開

発 も行われている。

③ 管理作業 : 管理作業 の省力化のためのパイプダスターによる追肥、

除草剤散布等の試験 も実施 されてい る。

④ 収穫、乾燥法 : アタツチメント方式のコンバイン(九州 )の 改良、

太陽熱利用 の糎乾燥法、等継 続 して実施す る。

5)機 械・ 施設 の効果 的利用及 び体系化、評価手 法

大規 模稲作経 営 の規模経済 性、技術構造 の解 明、 運 営 方 式 等 の報 告

(関東・東海)及びコスト低減のためのチェックポィント・チェックリ に
ス ト作成 の手法 の開発、各 県の調査結果 の報告 (東北 )が行われ たが、

初年 目で あ り継続 す る。
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